
37810　植調　Vol.55, No.12　(2022)

公益財団法人日本植物調節剤研究協会
新潟試験地

本多　雅志

はじめに

今回，新潟県全県の JAを通じて生
産者に除草剤の使用状況と問題となる
雑草の発生状況について全国農業協同
組合連合会新潟県本部肥料農薬部のご
協力のもと，調査を行ったのでご報告

させていただく。

除草剤散布と雑草の発生状況

今回のアンケートでは，水稲用除草
剤の使用方法，具体的な雑草名などを
あらかじめ記載しておき，できるだけ
記入しやすいものとした（表 -1）。

2020 年の新潟県の水稲作付面積は
121,800 ha（北陸農政局農林水産統
計 2021.10.12 発表による）となっ
ている。現在，新潟県の総合 JA数は
23 であるが，そのうち約 20 JA の約
90 名の生産者の方から回答をいただ
いた。
以下，結果に基づいて報告する。
経営圃場面積は，1 ha ～ 10 ha の
経営面積の生産者が全体の約半数で，
それ以上は 100 ha 以上を含む大規
模経営の生産者で半分を占めている
( 図-1）。代表的な圃場面積（図 -2）
は 10 a から 30 a が全体の 64 ％と
なっており，それ以上の大きな圃場も
36％程度あり，1 ha 以上が全体の 9％
だった。
苗の種類では，地域間差はある
ものの稚苗が約 40％と多い。ま

新潟県における水田雑草と
除草剤使用の動向

表-1　アンケート用紙

市  町  村  名： J   A   名：

地区（集落）： 経営面積： ａ

①耕種概要

    乳苗・中苗・成苗・高密度播種苗 カルパーコーティング・鉄コーティング・その他（　　　　　　）

月 日 月 日 （直播の場合は、播種日を記入下さい）

②使用除草剤

ҷ 初期剤、中後期剤を散布していない場合は、空欄で結構です

③発生雑草  ※対象項目へ〇印

注釈) 少発生（ポツポツと発生）・中発生（まばらに発生）・多発生（全面的に発生）・局地的発生（部分的に多発生）

④その他　※ 気になったことなど自由にお書き下さい

たとえば、｢近年、刈り取り前にヒエが多くなった｣とか｢今までなかった草が出てきた｣など何でも結構です。

・ご協力ありがとうございました。今後の除草剤開発や試験に活用させていただきます。

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生量　※発生度については、下記注釈を参照ください 防除方法

日

    粒剤・フロアブル・ジャンボ・豆つぶ・その他（　　　      　　　）

    動力散布機・手撒き・水口流し込み・田植え同時散布機・その他（　　    　　　　）

    粒剤・フロアブル・ジャンボ・豆つぶ・その他（　　　      　　　）

    動力散布機・手撒き・水口流し込み・田植え同時散布機・その他（　　    　　　　）

雑草発生状況および除草剤に関するアンケート

苗　　種

代かき日

直　  播

移植日

初  期  剤

区分

初  中  期

一  発  剤

剤型／散布方法　※対象項目へ〇印

    粒剤・フロアブル・ジャンボ・豆つぶ・その他（　　　      　　　）

    動力散布機・手撒き・水口流し込み・田植え同時散布機・その他（　　    　　　　）

    粒剤・フロアブル・ジャンボ・豆つぶ・その他（　　　      　　　）

    動力散布機・手撒き・水口流し込み・田植え同時散布機・その他（　　    　　　　）

散布日

月 日

日

薬剤名

中後期剤

月

月

中後期剤 月 日

ノ  ビ  エ

ホタルイ

雑草名

コ  ナ  ギ

クログワイ

オモダカ 発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

ア  ゼ  ナ

その他

その他

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）
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 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）
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雑草発⽣状況および除草剤に関するアンケート

苗  種

代かき⽇

直   播

移 植 ⽇

初  期  剤

区分

初  中  期
⼀  発  剤

剤型／散布⽅法 ※対象項⽬へ〇印

    粒剤 ・ フロアブル ・ ジャンボ ・ ⾖つぶ ・ その他（            ）

    動⼒散布機 ・ ⼿撒き ・ ⽔⼝流し込み ・ ⽥植え同時散布機 ・ その他（          ）
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散布⽇

⽉ ⽇
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薬剤名

中後期剤

⽉

⽉

中後期剤 ⽉ ⽇

ノ  ビ  エ

ホタルイ

雑草名

コ  ナ  ギ

クログワイ

オモダカ  発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

ア  ゼ  ナ
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その他

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）
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図-1　経営圃場面積

図-2　代表的な圃場面積
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②使用除草剤

ҷ 初期剤、中後期剤を散布していない場合は、空欄で結構です

③発生雑草  ※対象項目へ〇印

注釈) 少発生（ポツポツと発生）・中発生（まばらに発生）・多発生（全面的に発生）・局地的発生（部分的に多発生）

④その他　※ 気になったことなど自由にお書き下さい

たとえば、｢近年、刈り取り前にヒエが多くなった｣とか｢今までなかった草が出てきた｣など何でも結構です。

・ご協力ありがとうございました。今後の除草剤開発や試験に活用させていただきます。

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生量　※発生度については、下記注釈を参照ください 防除方法

日

    粒剤・フロアブル・ジャンボ・豆つぶ・その他（　　　      　　　）

    動力散布機・手撒き・水口流し込み・田植え同時散布機・その他（　　    　　　　）

    粒剤・フロアブル・ジャンボ・豆つぶ・その他（　　　      　　　）

    動力散布機・手撒き・水口流し込み・田植え同時散布機・その他（　　    　　　　）

雑草発生状況および除草剤に関するアンケート

苗　　種

代かき日

直　  播

移植日

初  期  剤

区分

初  中  期

一  発  剤

剤型／散布方法　※対象項目へ〇印

    粒剤・フロアブル・ジャンボ・豆つぶ・その他（　　　      　　　）

    動力散布機・手撒き・水口流し込み・田植え同時散布機・その他（　　    　　　　）
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    動力散布機・手撒き・水口流し込み・田植え同時散布機・その他（　　    　　　　）

散布日

月 日

日

薬剤名

中後期剤

月

月

中後期剤 月 日

ノ  ビ  エ

ホタルイ

雑草名

コ  ナ  ギ

クログワイ

オモダカ 発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

ア  ゼ  ナ

その他

その他

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）

発生なし・少発生・中発生・多発生・局地的発生・その他（　　　　　　） 薬剤名（　　　　　）・手取り・防除なし・その他（          ）
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新潟試験地  

本多 雅志

はじめに

今回，全国農業協同組合連合会新潟県本部肥料農

薬部のご協力のもと，新潟県全県の JA を通じて生

産者に除草剤の使用状況と問題となる雑草の発生状

況について調査を行いましたのでご報告させていた

だく。

除草剤散布と雑草の発生状況

 今回のアンケートでは，水稲用除草剤の使用方法，

具体的な雑草名などをあらかじめ記載しておき，で

きるだけ記入しやすいものとした。（表-1）

表-1 アンケート用紙

2020 年の新潟県の水稲作付面積は 121,800ha
（北陸農政局農林水産統計 2021.10.12 発表による）

となっている。現在，新潟県の総合 JA 数は 23 で

あるが，そのうち約 20JA の約 90 名の生産者の方

から回答をいただいた。

以下，結果に基づいて報告します。

経営圃場面積は図-１の通り。1ha～10ha の経営

面積の生産者が全体の約半数で，それ以上は

100ha 以上を含む大規模経営の生産者で半分を占

めている。代表的な圃場面積（図-2）は 10a から

30a が全体の 64％となっていて，それ以上の大き

な圃場も 36％程度あり，1ha 以上が全体の 9％で

した。

        図-1 経営圃場面積

市  町  村  名 ： J   A   名 ：

地区（集落） ： 経営⾯積 ： ａ

① 耕種概要

    乳苗 ・ 中苗 ・ 成苗 ・ ⾼密度播種苗 カルパーコーティング・鉄コーティング・その他（      ）

⽉ ⽇ ⽉ ⽇ （直播の場合は、播種⽇を記⼊下さい）

② 使⽤除草剤

※ 初期剤、中後期剤を散布していない場合は、空欄で結構です

③ 発⽣雑草  ※対象項⽬へ〇印

注釈) 少発⽣（ポツポツと発⽣） ・ 中発⽣（まばらに発⽣） ・ 多発⽣（全⾯的に発⽣） ・ 局地的発⽣（部分的に多発⽣）

④ その他 ※ 気になったことなど⾃由にお書き下さい

たとえば、｢近年、刈り取り前にヒエが多くなった｣とか｢今までなかった草が出てきた｣など何でも結構です。

・ご協⼒ありがとうございました。今後の除草剤開発や試験に活⽤させていただきます。

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

発⽣量 ※発⽣度については、下記注釈を参照ください 防除⽅法

⽇
    粒剤 ・ フロアブル ・ ジャンボ ・ ⾖つぶ ・ その他（            ）

    動⼒散布機 ・ ⼿撒き ・ ⽔⼝流し込み ・ ⽥植え同時散布機 ・ その他（          ）

    粒剤 ・ フロアブル ・ ジャンボ ・ ⾖つぶ ・ その他（            ）

    動⼒散布機 ・ ⼿撒き ・ ⽔⼝流し込み ・ ⽥植え同時散布機 ・ その他（          ）

雑草発⽣状況および除草剤に関するアンケート

苗  種

代かき⽇

直   播

移 植 ⽇

初  期  剤

区分

初  中  期
⼀  発  剤

剤型／散布⽅法 ※対象項⽬へ〇印

    粒剤 ・ フロアブル ・ ジャンボ ・ ⾖つぶ ・ その他（            ）

    動⼒散布機 ・ ⼿撒き ・ ⽔⼝流し込み ・ ⽥植え同時散布機 ・ その他（          ）

    粒剤 ・ フロアブル ・ ジャンボ ・ ⾖つぶ ・ その他（            ）

    動⼒散布機 ・ ⼿撒き ・ ⽔⼝流し込み ・ ⽥植え同時散布機 ・ その他（          ）

散布⽇

⽉ ⽇

⽇

薬剤名

中後期剤

⽉

⽉

中後期剤 ⽉ ⽇

ノ  ビ  エ

ホタルイ

雑草名

コ  ナ  ギ

クログワイ

オモダカ  発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

ア  ゼ  ナ
その他

その他

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）

 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）
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きるだけ記入しやすいものとした。（表-1）
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あるが，そのうち約 20JA の約 90 名の生産者の方
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以下，結果に基づいて報告します。
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した。

        図-1 経営圃場面積

市  町  村  名 ： J   A   名 ：

地区（集落） ： 経営⾯積 ： ａ

① 耕種概要

    乳苗 ・ 中苗 ・ 成苗 ・ ⾼密度播種苗 カルパーコーティング・鉄コーティング・その他（      ）

⽉ ⽇ ⽉ ⽇ （直播の場合は、播種⽇を記⼊下さい）

② 使⽤除草剤

※ 初期剤、中後期剤を散布していない場合は、空欄で結構です

③ 発⽣雑草  ※対象項⽬へ〇印

注釈) 少発⽣（ポツポツと発⽣） ・ 中発⽣（まばらに発⽣） ・ 多発⽣（全⾯的に発⽣） ・ 局地的発⽣（部分的に多発⽣）

④ その他 ※ 気になったことなど⾃由にお書き下さい
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 発⽣なし・少発⽣・中発⽣・多発⽣・局地的発⽣・その他（      ） 薬剤名（     ）・⼿取り・防除なし・その他（             ）
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た，乳苗が 23 ％あり，意外な結果と
感じている（図 -3）。図には表示して
いないが，JAの担当者からの情報で，
最近では直播から高密度播種苗に移行
するケースも多く，一筆圃場面積およ
び経営面積が大きい生産者ほどその傾
向があるとのことである。
代掻きから移植までは経営規模が拡

大してきていることにより日数が長く
なっている（図-4）。代掻き後7日以
降に移植される割合が全体の約1／ 4
となっており，その後の管理の都合で
初期剤が多く使われているようである。
移植から 1回目の薬剤散布時期に

ついて調査したところ（図 -5）田植
同時処理の割合が約 41％となってい
た。農機具販売店に確認したところ，
近年は田植え機の更新にともないほと
んどの方が同時散布機械をセットで購
入するとのことであった。
次に，除草剤の散布時期および処理

薬剤について上記の 2つの図にまと
めてみた（図 -6，7）。
図からは体系処理の割合が高く，以

前は使用農薬成分数制限の関係で一発

剤のみの処理または 1成分の後期剤
との組み合わせが多かったが，ここ数
年は初期剤もしくは一発処理剤と中後
期剤の体系処理が増加してきているこ
とがわかる（図 -6，7）。
使用農薬成分数を殺虫殺菌剤よりも

雑草防除に当てているとの話も伺っ
た。生産現場では種子の消毒を温湯に
したり，成分数にカウントされない殺
菌剤の使用されているようである。
中干しの早期化や夏期の高温により

従来の水稲の生育ステージが変わり，
雑草の発生量や草種などが影響を受け
ている。中干しの早期化の影響もある
と思われるが，今年も収穫期前にノビ
エが多く発生している圃場が見受けら
れた。また，オモダカが発生している
圃場も散見された。

では，実際どの程度雑草の発生が見
られたのか，発生量について調査した
（図 -8）。発生なしの回答が 6件，少
または局所地発生が 54 件，中・多発
生が 27件となっていた。
2017 年新潟試験地周辺の調査（日
植調北陸支部だより第19号にて報告）
では，ほとんどが少発生だったが，今
回の調査では中・多発生の回答が増え
ており，草種によって発生量も異なっ
ていた。
発生雑草の草種別割合についてもま
とめてみた（図 -9）。結果として，ノ
ビエ，ホタルイの発生が多く，次にオ
モダカやクログワイ，アゼナ，コナギ
などの発生が目立っている。さらに近
年問題となってきている雑草イネとの
回答もあった。関係 JAの担当者に詳
細を聞いてみたところ長年直播栽培を
していた圃場で発生がみられたようで
ある。
残草が少発生の場合，ほとんどが手
取り対応であり，中・多発生の場合，
中後期の粒剤や液剤で対処していた。
また，前回の調査において発生がな
かったクサネムが増加していることが
気になっている。

図-3　苗の種類 図-4　代掻きから移植日数 図-5　移植から薬剤散布日数

図-2 代表的な圃場面積
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40％と多い。また，乳苗が 23％あり，意外な結果

となっている（図-3）。図には表示していないが，

JA の担当者からの情報で，最近では直播から高密

度播種苗に移行するケースも多く，一筆圃場面積お
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が全体の 35％，田植（播種）同時処理が 45％とな

っています。フロアブルの水口処理との回答は今回

1 件のみでした。

また 2017 年の調査で報告がなかったドローンで
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また，前回調査においてその他の草
種として藻類との回答があったが，今
回は報告がなかった。ただ，前述図 -6
の初期剤の内訳を見てみると藻類に有
効な成分を含む剤が1割を占めていた。
剤型別使用状況は以下の通りで，体

系処理を含むすべての処理時期の回答
をまとめた（図 -10）。新潟県では依
然として粒剤の使用が多い状況であ
り，フロアブルよりジャンボ剤の使用
が多い結果であった。
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